職種：添乗サービス

職務：海外添乗
【概要】
海外旅行（旅行会社が企画・販売するパッケージツアー等）に同行し、計画に従ってお客様が安全かつ快適な旅行ができるよう旅程を管理するとともに、旅行を演出する仕事。
【仕事の内容】
登録派遣会社の指示を受けて、出発の事前に旅行会社との打合せを行い、旅程計画や指示事項等を確認するとともに、クーポン類や添乗携行金等の預託を受ける。また、添乗先等に関する情報収集を行い、具体的な添乗業務の計画を立案する。
添乗業務においては、お客様に提示されている旅程が円滑に進むよう交通機関や各種施設との調整・手続きを行い、旅程を進める上で障害となるトラブルが発生した場合にはその対応を行う。
また、海外旅行に不慣れなお客様に対して、必要に応じて出入国手続き等の支援を行うとともに、お客様にとって旅行が豊かで楽しいものとなるような演出を行い、お客様の満足感（付加価値）を高める役割を担う。
添乗業務終了後には、旅行会社及び派遣元に帰着報告を行い、後日、旅行会社に添乗報告書を提出するほか、携行品の返還及び添乗携行金の精算等を行う。
【求められる経験・能力】
(１)派遣添乗員の登録に際して公的資格は必要とされないが、主任添乗員として海外添乗業務に従事するにあたっては、総合旅程管理主任者資格を取得する必要があり、未取得者は登録先企業における研修等を経て、この資格を取得しなければならない。また、専門学校や大学等で観光学を学び、旅行や添乗に関する資格・検定を経て派遣添乗員として登録する場合もみられる。経歴採用にあたっては、その経験や専門知識が問われる。
(２)実際にお客様と接する職務であるため、常にホスピタリティの意識を持って業務にあたることが求められる。また、旅程を進める上で発生したトラブルを逐次解決することが必要となるため、迅速かつ的確な対応力や行動力が求められる。
(３)国内添乗・海外添乗の両方を扱う添乗サービス事業者の場合、就業開始から一定の間は国内添乗業務のみを割り当て、添乗業務の経験を積ませるケースがしばしばみられる。
(４)海外添乗業務においては、旅行の形態・添乗先等にもよるが、現地公用語等の外国語を使いこなす能力が必要となる。
【関連する資格・検定等】
・ 総合旅程管理主任者資格≪旅行業法≫（一般社団法人日本添乗サービス協会、一般社団法人日本旅行業協会、社団法人全国旅行業協会　等）
・ 添乗員能力資格認定試験（一般社団法人日本添乗サービス協会）
・ トラベル・コーディネーター／デスティネーション・スペシャリスト／テーマ・スペシャリスト（トラベル・カウンセラー制度推進協議会）
【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】
421　添乗員、観光案内人
421-01　添乗員


